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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 25日 (2007.5.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 精 神 障 害 を 治 療 す る 薬 剤 を 調 製 す る た め の 、 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 （ 式 中 、 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は 、 同 一 で あ る か 異 な っ て お り 、 水 素 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ
ル 基 か ら 独 立 に 選 択 さ れ る ）
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｒ １ ま た は Ｒ ２ の 一 方 が Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 で あ り 、 他 方 が 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 が 直 鎖 ま た は 分 枝 鎖 ア ル キ ル 基 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 が メ チ ル 基 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。



【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 が メ チ ル 基 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 精 神 障 害 が 双 極 性 障 害 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 化 合 物 が 、 式 Ｉ の 化 合 物 と 薬 剤 と し て 許 容 さ れ る 担 体 を 含 む 薬 剤 組 成 物 と し て 投 与
さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 化 合 物 の 投 与 経 路 が 、 経 口 、 非 経 口 、 局 所 、 経 皮 、 直 腸 、 お よ び 口 腔 投 与 か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 化 合 物 の 投 与 経 路 が 、 経 口 お よ び 非 経 口 投 与 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 非 経 口 投 与 経 路 が 、 静 脈 内 、 筋 肉 内 、 腹 腔 内 、 お よ び 皮 下 投 与 か ら な る 群 か ら 選 択
さ れ る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 化 合 物 が 、 １ 日 当 た り 約 １ ｍ ｇ か ら 約 １ ０ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 で 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 化 合 物 が 、 １ 日 当 た り 約 ２ ０ ｍ ｇ か ら 約 ５ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 で 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 薬 剤 と し て 許 容 さ れ る 担 体 、 お よ び 有 効 成 分 と し て 治 療 上 有 効 量 の 式 Ｉ の 化 合 物 を 含 む
、 精 神 障 害 を 治 療 す る た め の 薬 剤 組 成 物 。
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 （ 式 中 、 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は 、 同 一 で あ る か 異 な っ て お り 、 水 素 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ
ル 基 か ら 独 立 に 選 択 さ れ る ）
【 請 求 項 １ ４ 】
　 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ の 阻 害 剤 を 調 製 す る た め の 、 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 化 ３ 】
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　 （ 式 中 、 Ｒ １ お よ び Ｒ ２ は 、 同 一 で あ る か 異 な っ て お り 、 水 素 お よ び Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ
ル 基 か ら 独 立 に 選 択 さ れ る ）
【 請 求 項 １ ５ 】
　 Ｒ １ ま た は Ｒ ２ の 一 方 が Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 で あ り 、 他 方 が 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ ４
に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 が 直 鎖 ま た は 分 枝 鎖 ア ル キ ル 基 で あ る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １
５ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 が メ チ ル 基 で あ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用
。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 Ｃ １ ～ Ｃ ６ ア ル キ ル 基 が メ チ ル 基 で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用
。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ が 哺 乳 動 物 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 式 Ｉ の
化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ が 哺 乳 動 物 脳 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 式 Ｉ
の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 哺 乳 動 物 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ が ヒ ト Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 式
Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 哺 乳 動 物 脳 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ が ヒ ト 脳 Ｍ Ｉ Ｐ シ ン タ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載
の 式 Ｉ の 化 合 物 の 使 用 。
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